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研究成果の概要（和文）： 

PSS で測定したストレス Sは、合併症妊婦の妊娠中期・末期とも、正常妊婦よりも有意に高
かった。唾液中の IgA 値は、妊娠中期は正常妊婦よりも高値であった。PSQI で測定した睡眠の
質は、合併症妊婦では妊娠末期が妊娠中期よりも、睡眠困難（寝付けない、中途覚醒）が有意
に多く、睡眠時間は有意に短かった。以上から、妊娠合併症を持つ妊婦は一般女性や正常妊婦
よりもストレスが高いこと、妊娠中期から末期にかけて睡眠の質が悪くなることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This investigation suggested that pregnant women with Pregnancy Induced Hypertension 
and Gestational Diabetes Mellitus experienced higher stress levels than healthy women 
and healthy pregnant women. Further, our results indicated that sleep quality worsened 
at the third trimester than the second trimester. 
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１．研究開始当初の背景 

妊娠中の生活習慣は周産期の異常の誘因
となることが推測され、周産期の異常が胎
児や出生後の新生児の健康レベルにも影響
を与える。周産期の主な疾患には妊娠中毒
症、妊娠糖尿病、血栓症などがある。これ

らの病態には交感神経の活性化、インスリ
ン抵抗性、高脂血症が関与し、高血圧、動
脈硬化（高脂血症）、糖尿病、肥満などに
代表される生活習慣病の病態であり、これ
らの病態が互いに関連していることが示唆
されている。 
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妊娠性高血圧症では交感神経の活性化に
より概日リズムが乱れ、睡眠が障害された
症例が報告されている。一般成人の糖尿病
患者では高率に不眠を発症すると報告され
ている。妊娠性高血圧症、妊娠糖尿病は生
活習慣病と同様の病態を持っている。従っ
て、これらの周産期異常を予防して妊娠を
正常に経過させるためには、妊娠中の規則
正しい基本的な生活リズムや生活習慣が実
は重要であると推測される。 

一方、産後は鬱病やマタニティーブルー
の発症し易い時期であるが、睡眠覚醒リズ
ム等の生体リズム情報を伝達するメラトニ
ンは、一般成人や小児のうつ病患者では、
その産生・分泌の減少が見られることが確
認されている。 

更に、新生児の睡眠・食事・排泄・活動
などの１日リズムは、母親の生活リズムや
明暗周期などの出生後の環境周期にも同期
しながら発達し（Moor,1985）、その後の乳
幼児の基本的な生活習慣の形成あるいは生
活習慣病の発症との関連が示唆されている。
即ち、睡眠時間の減少は小児の肥満、動脈
硬化、高血圧、糖尿病などの誘因となるこ
とが報告されている。 

しかし、妊娠中の睡眠リズムなどの生活
リズムや生活習慣と、妊娠高血圧症、妊娠
糖尿病など生活習病の病態に関連する周産
期異常との関連、および産後の抑鬱気分と
の関連について全く検討されていない。そ
こで、以下の目的で本研究を行った。 

  
 
２．研究の目的 
(1) 妊娠中の生活(睡眠)リズムおよび生活習

慣と、妊娠合併症(PIH,GDM)との関連を明ら
かにする。 

(2) 交絡因子としてのストレスの程度と、上
記の妊娠合併症との関連を明らかにする。 

(3) 妊娠中から産褥期の生活リズム及びメ
ラトニン分泌と、抑鬱気分との関連を明ら
かにする。 

(4) 上記の合併症妊婦の生活リズムと、その
乳児の睡眠覚醒リズムおよびメラトニン
リズムとの関連を明らかにする。 

 
 
３．研究の方法 

対象とする妊娠高血圧症または妊娠糖尿
病と診断される異常妊婦は全妊婦の５～
10％程度であるため、データ収集に４年程度
を必要とし、順次データ解析と試料分析（メ
ラトニン、IgA 測定）を平行して行った。 
(1) 対象：埼玉県内の第３次周産期医療セン

ターの妊婦健康診査外来で、妊娠高血圧症
または妊娠糖尿病と診断された合併症妊婦。
診断された時点で、医師から合併症妊婦に

対して研究の意義・目的・方法・倫理的配
慮について口頭と文書で説明し、次回診察
時に同意の得られた妊婦から同意書を得た。 
また、同院または大阪府下の周産期医療

施設の妊婦健診外来受診の正常妊婦を対照
群とした。 

(2) 方法：データ収集の時期は、同意の得ら
れた妊婦健康診査の外来受診時、および妊
娠 10 か月前後の時点、更に産後１か月お
よび３か月にも協力が得られた対象には
縦断的に実施した。妊婦健康診査の際に、
同院の分担研究者の研究協力者が産科外
来で説明して、家庭において以下の方法で
データ収集を行い、着払い宅急便で大学宛
に回収した。 
①質問紙調査票：個人属性、妊婦の生活状
況と健康状態、睡眠の質(PSQI)、自覚ス
トレス尺度(PSS)、 

②Sleep log（睡眠表）記録、 
③アクティグラフ（行動計）による睡眠活
動レベルの測定、 

④同院の研究協力者による EPDS の面接、 
⑤自宅で１日４回採取して直ちに家庭用  
冷蔵庫で冷凍保存し、大學宛に回収した
唾液中のメラトニンおよびＩgＡ測定、 

⑥妊娠合併症妊婦の対象者の医学情報（治
療内容の情報）を同院の分担研究者の研
究協力者が診療録から収集し、コード化
した対象者番号で対象者リストに転記
した。 

 
 
４．研究成果 
ストレスの主観的指標の尺度である PSSは

妊娠中期 15.2 点、妊娠末期 15.1 点であり、い
ずれも、正常妊婦の PSS 得点よりも有意に高
かった。唾液中の IgA 一日平均値は、妊娠中
期 168.3㎍/ml、妊娠末期 205.7㎍/mlであり、
妊娠中期は正常妊婦の唾液中 IgAよりも高値
であった（投稿中 2編）。 
睡眠の質の尺度である PSQI は、合併症妊

婦において、下位項目の睡眠困難（C5）が妊
娠末期（平均 1.3 点）の方が妊娠中期よりも
有意に高く、夜間に寝付けず、中途覚醒が多
かった。下位項目の睡眠時間（C3）は、妊娠
末期（平均 1.0 点）の方が妊娠中期（0.6 点）
よりも有意に高く、睡眠時間が短かった。比
較する正常妊婦の PSQI の結果は投稿し掲載
済みである。正常母子の産後の睡眠について
は投稿し掲載済み、1編投稿中である。 
これらの妊婦と、その妊婦から生まれた乳

児の睡眠覚醒リズムとの関連については、対
象児別に最長睡眠時間とその入眠時刻の月平均を算
出して、生活リズムの規則性とした。これを用いて
児の入眠時刻と母親の入眠時刻との相関を修正月齢
毎に解析した。その結果、母親の入眠時刻との
相関はないが、修正２か月から乳児自身の入



眠時刻と最長睡眠の長さとの有意な負の相
関がみられた。特に、20 時頃に早寝させるほ
ど乳児の夜間睡眠時間が長くなる事が明ら
かにされた。 

結論：本調査の結果、妊娠合併症を持つ妊
婦は一般女性や正常妊婦よりもストレスが
高い状態にあること、また、妊娠中期から末
期にかけて、睡眠の質が悪くなることが示唆
された。しかし、合併症妊娠の母親の睡眠リ
ズムは生まれてきた乳児に直接は影響を与
えないことが確認された。 
 今後、最終年度当初までデータ収集に時間
がかかったため、合併症妊婦の睡眠覚醒リズ
ムの正常妊婦との比較の成果は投稿準備中
であり、国際学会でも発表予定である。また、
唾液中メラトニンの試料分析を最終年度に
終了したため、統計的解析等を進めて、投稿
準備中である。 
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